
中 医 協  検 2-5
21. 11. 10

診療報酬改定結果検証に係る特Bu調査 (平成21年度調査)
ニコチン依存症管理料算定保険医療機関における禁煙成功率の実態調査

結果概要 (速報) .

目的

「ニコチン依存症管理料」

「ニコチン依存症管理料」

の把握

禁煙指導体制の把握

の算定回数の把握

を算定している患者における指導終了9か月後の禁煙成功率

2 調査対象

<施設調査 (様式 1)>
。 「ニコチン依存症管理料」の施設基準の届出を行つている保険医療機関 (病院 1,196施
設、診療所 5,a14施設、平成 20年 7月 1日 現在)の中から無作為抽出した保険医療機関

1,5∞ 施設を対象とした。

<患者調査 (様式2)>
。 上記「施設調査」の対象施設において平成 20年 6月 1日～7月 31日 の2か月間に「ニ
コチン依存症管理料Jの算定を開始した全患者を対象とした。

3.調査方法

。 医療機関が記入する自記式調査票 (様式 1・ 様式 2)の郵送配布。回収とした。
・ 患者調査 (様式 2)の対象患者について、禁煙指導終了から 10～ H力朔 目となる平成
21年 7月 ～8月 に、その時点での禁煙/喫煙の状況を医療機関が電話により調査し、そ
の結果を調査票に転記する形式とした。

・ 調査時期は平成 21年 7月 ～9月 とした。

4.調査項目

。 調査項目は次のとおり。

施設調査 (株式 1) 施設の概要

施設種別、開設主体、標榜診療科

禁煙治療体制等

ニコチン依存症管理料の施設基準の届出時期

自由診療による禁煙治療の実施状況

禁煙治療に携わる職員数、医師における禁煙治療に携わつ

ている年数

禁煙治療の体制、禁煙指導の実施者

患者に対する1回あたりの平均指導時間 (初回、2回 日以降

の指導)

禁煙治療の内容

ニコチン依存症管理料算定患者における指導中断の理由

(中断時禁煙者、中断時喫煙者)

ニコチン依存症管理料に関する今後の課題・要望等

今後の課題・要望等

患者調査 く株式 2) 患者の属性

基本属性 (性別、年齢)

ニコチン依存症管理料算定開始時の状況

喫煙年数、1日 あたりの喫煙本数、■)s点数

保険再算定の有無

合併症の有無、合併症の内容

ニコチン依存症管理料算定期間中の状況等

ニコチン依存症管理料の算定日、中断時の禁煙/喫煙状況
5回 目の指導終了時の禁煙/喫煙状況

保険適用中の禁煙補助剤の使用状況

指導終了後の追加禁煙治療の有無

指導終了9か月後の状況等

指導終了9か月後の禁煙/喫煙状況等

○

○

○

○



5.結果概要

(1)回収の状況

回表 1 回収の状況

:有効回噂 | 有効口囁 :

回答施設数 475°/●

様式 2に記載された有効患者数 3,471

*患者調査 (様式 2)で「ニコチン依存症管理料」の算定要件外であるデータ、プリン

クマン指数が 200未満もしくは TDS点数が 5点未満のデ
=夕
、及び算定開始日が平

成 20年 6月・7月 以外のデータを無効票として除き、有効回収数とした

(2)施設の状況 (平成 21年 7月 )

1)施設種別

回表 2 施設種別
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図表 3 許可病床数 (病院 )

図表 4 許可病床数 (有床診療所)

有床診療所

(F65)
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口5～ 9床 口10～ 14床    ■ 15～ 19床

図表 5 開設主体

2)開設主体

1

全体

(n=712)

綱院

(n=135)

00“
‐

静饉 所 1

(n=577)

■国等

口社会保険目係団体

E学校法人

回公立

EE憲 法人
■その他の法人

口公的機関

ロロ人

口無口答

病院
(n=135)

0%   10■   20■   30■   40■   50■   60%  70■   80■   90■   100■

日～49床  口50～ 99床 口 1∞～199床 ■2∞～499床  日5∞床以上

※参考 :開設主体の内訳

国等 厚生労働省、国立病院機構、日立大学法人、労働者健康福祉機構等

公立 都道府県、市町村、地方独立行政法人等

公的機関: 日赤、済生会、北海道社会事業協会、厚生連、国民健康保険団体連合会等

1社会保険関係

1団体1111■
全国社会保険協会連合会、厚生年金事業振興団、船員保険会、健康保険組

合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険組合等



4)ニ コチン依存症管理料の施設基準の届出時期

5)自 由診療による禁煙治療の状況

図表 9 自由診療による禁煙治療の状況
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ゆ藤所
(o=577)

口施設基準届出よりも前から行つてしも

口施設基準届出以降行つてしも

日以前行つていたが、今は行つていない

口以前から行つていない

口無回答

3)標榜診薇科

回表 6 標榜診療科 (病院):複数回答
図表 8 ニコチン依存症管理料の施設基準の届出時期
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回表 7 標榜診療科 〈診療所):複数回答
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回表 10 自由診療による禁煙治療の対象

(自 由診療による禁煙治療を行つている施設、複数回答)

7)禁煙治療に携わる職員数

図表 12 禁煙治療に携わる職員数 (医師数)

50% 601

全体

(F712)

病院

(F135)

鰺療所

(F577)

■1人 日 2人
__里
3人
__国
4人 以上  口無回答

i

回表 13 1施設あたりの禁煙治療に携わる職員数 く医師数):平均値・中央値

回表 14 禁煙治療に携わる職員数 〈看護師数)

701  oO■ 00%

全体
〈‐712)

病院
(‐ 135)

摯療所
(に577)

患者要件等のため保険が
適用されない場合に実施

保険による禁煙治療後に

追加治療として実施

6)禁煙治療の体制

全体

(F712)

病院

(●=135)

調 i

図表 11 禁煙治療の体制

3∝  40■  50ヽ  60“  フ0“

■専門外来を設置するなど、特別の体

“

で繁煙治療を実施している

日通常の静療体制の中で禁煙治療を実施している

□特別な体制と通常の体制の両方で禁煙治療を実施している

日その他

口無回答

(注)医師数について回答のあった施設を対象に集計した。

[JL■_」輩生」空生_里埜生 _里里三J



(単位 :人 )

日表 15 1施設あたりの禁煙治療に携わる職員数 (看餞師数):平均値 。中央値

(注)看護師数について回答のあった施設を対象に集計した。

回表 16 禁煙治薇に携わる職員数

C鷹       1("も      201      餌       4κン%      5κ 〕

“

(その他の職員数 )

|“  拇
“

  0"  蝋

全体
("■ 712)

病院
(‐135)

惨籠所
(F577)

1里 ヤJ^ 甲21、 日3本  国
4人以上  回無口答

回表 17 1施設あたりの禁煙治薇に携わる職員数 (その他の職員数):平均値 。中央儘

8)医師の禁煙治療に携わつている年数

回表 18 医師の禁煙治療に携わっている年数 く医師数ベース)

0%  101  2∝   3"  4“   5∝   00t  70■  001  9∝   1∞
“

全体
(祠23)

輌院
(F237)

静療所
(■■86)

ヨf鷲里
=if饉
里]」°株聖 l=ffl■里雪J

回表 19 医師の禁煙治療に携わつている年数 (医師数ベース):平均値 。中央値

(単位 :人 )

(注)その他の職員数について回答のあった施設を対象に集計した。

10



9)禁煙指導の実施者

図表 20 禁煙指導の実施者

2"  3い  4“  5"  6●  7"

全体

(F712)

病院

(‐ 135)

診療所

(‐577)

口医師のみで行つている

日医師に加えて他の医療職種も指導している

日その他

口無回答

回表 21 他の医療職種の内容 (他の医療職種も指導している施設、複数回答)

保健師

看護師

薬剤師

その他

無回答

10)患者に対する1回あたりの平均指導時間 〈初回の指導)

図表 22 患者に対する1回あたりの医師の平均指導時間 (初回の指導)

"  :∝
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回表 23 患者に対する 1回あたりの医師の平均指導時間 (初回の指導):平均値 。中央値

(単位:分 )

(注)医師の平均指導時間(初回の指導)について回答のあった施設を対象に集計した。

(注 )「その他」の内容として、「臨床検査技師」「カウンセラー」等の回答が挙げられた。



回表 24 患者に対する1回あたりの医師の平均指導時間 (初回の指導)

(禁煙指導の実施者別)

“

  10■  20ヽ  鰯   40■   50“  0"  70■   00“

回表 26 患者に対する 1回あたりの他の医療職種の平均指導時間 〈初回の指導)

∝   :0■  20"  3"  4"  50■   6∝  7∝  80%  00% 10"

全体

(F712)

病院

("=135)

診薇所

(F577)

| ■0分 口 ～15分未満 口 15～ 30分未満

鉢
(n=712)

医師のみが指導
(n受 78)

他のE薇●種
も指導(n429)

| ■聟 ,112未 満    国 11分
ロ ト     ロ無回答

i=l,2査1_■1,I撃査1,聟I■1奎1■■翌十里

'P割

口表 25 患者に対する1回あたりの医師の平均指導時間 (初回の指導)

(禁煙指導の実施者別):平均値・中央値

(注)医師の平均指導時間 (初回の指導)について回答のあつた施設を対象に集計した。

(注 )禁煙指導の実施者について「医師のみで指導している」と回答のあつた施設については、
平均指導時間を「0分」として集計した。

日表 27 患者に対する 1回あたりの他の医療職種の平均指導時間 (初回の指導):

平均値 。中央値

(単位 :分 )

〈注)禁煙指導の実施者について「医師のみで指導している」と回答の
あった施設については、平均指導時間を「0分」として集計した。

(単位 :分)



11)患者に対する 1回あたりの平均指導時間 (2回 日以降の指導)

回表 28 患者に対する 1回あたりの医師の平均指導時間 (2回 日以降の指導 )

0%  10■   20%  30■  4∝   50ヽ  6眺  7"  8“   90“   :●
“

全体

(‐712)

病院

(●=135)

鯵療所

(‐577)

:■
Ю分未満 □Ю～20分未満 口20～ ∞分未満 回∞分以上 口無回害

|

図表 29 患者に対する1回あたりの医師の平均指導時間

平均値。中央値

(2回 日以降の指導):

(注)医師の平均指導時間 (2回 日以降の指導)について回答の
あつた施設を対象に集計した。

図表 30 患者に対する1回あたりの医師の平均指導時間 (2回 日以降の指導)
(禁煙指導の実施者月)

"  :0■
  2“   30%  4“   5∝   |∝   70“  8“   9∝   10“

全体

(嗜 712)

医師のみが指導

(n=278)

他の医療凛種

も指導 ←429)

F孫瓢ζ高あ覇高話高覇面高耐百藉苺

回表 31 患者に対する1回あたりの医師の平均指導時間 (2回 日以降の指導)
(禁煙指導の実施者別):平均値・中央値

対象に集計した。

く単位 :分 )

(単位 :分 )



回表 32 患者に対する1回あたりの他の医療職種の平均指導時間 (2回日以降の指導)

0ヽ   10%  20ヽ   30ヽ  40■  50ヽ  60■  70■  00■  00ヽ  100“

全体

(F712)

病院

い=135)

鰺凛所

(n=577)

回表 3o 患者に対する1回あたりの他の医療職種の平均指導時間 (2回 日以降の指導):

平均値 。中央値

(注)禁煙指導め実施者について「医師のみで指導している」と回答の
あつた施設については、平均指導時間を「0分Jと して集計した。

12)禁煙治療の内容

鉢

(‐712)

続

(‐ 135)

静療所

(‐577)
L誰∞1未:電鳥源な奎

苗 :F薔彗分藉:
(注 )禁煙指導の実施者について「医師のみで指導している」と回答のあつた施設については、
平均指導時間を「0分Jと して集計した。

■標準手順書に従った禁煙治療を行つている

| 口標準手順書に加えて独自の禁燿治薇手順を作成し、禁燿沿彙断 っている |
●その他

口無回答

(注)「その他」の内容として、「禁煙のモチベーションを高めるための動画を見てい

ただく」「本人の自党を促すことを主眼としている」という回答が挙げられた。

(単位 :分 )



(3)患者の状況

① ニコチン依存症管理料算定開始時の状況

1)患者の属性 (性別及び年齢)

図表 35 性別及び年齢

2)喫煙年数

3)1日 あたりの喫煙本数

図表 37 禁煙指導開始時における喫煙年数

回表 38 平均喫煙年数 (男女別 )

女性 (n=989)

200     400
人

6∞   8∞

30歳未満

30～39菫

40～49歳

50～59歳

60～691E

70歳以上

無回答

(注)年齢は禁煙指導開始時の年齢。

回表 36 平均年齢 (男女別 )

(注)年齢について記載のあつた 3,457人を対象に集計した。

回表 39 禁煙指導開始時における1日 あたりの喫煙本数

口20年未満 口20～ 39年未満 口30～ J讐春洒 口4o年ロ ト ロ無回答

４９。
曜
圏

‐

‐

５４

１

３４

(単位 :年 )

(注)喫煙年数について記載のあつた 3■96人 を対象に集計した。

(単位 :● )



(単位 :本 )

(注)喫煙本数について記載のあった 3■17人を対象に集計した。

口表 40 禁煙指導開始時における1日あたりの平均喫煙本数 (男女別)

日表 41 鎌煙指導開始時における 1日 あたりの平均喫煙本欧 (年齢階級別)

(単位:ホ )

全 体 3■ 17 262 200

30●未満 148 300

30～ 39崚 26.2 10.3 200

40～ 49麟 695 20Ю

50～59餞 25Ю

60～69崚 フ47 122 200

70歳以上 458 203 200

(注)喫煙本数について記載のあつた 3■17人を対象に集計した。

4)プ リンクマン指数

回表 42 禁煙指導開始時におけるプリンクマン指数

:旦野 _,W■■里翌堕1里壺■■1聖■理墜■里1堅塾主里■甲童|

回表 43 禁煙指導開始時における平均プリンクマン指数 (男女別)

(注)喫煙年数及び喫煙本数について記載のあった 3,395人 を対象に集計 した。

回表 44 禁煙指導開始時における平均プリンクマン指敷 (年齢階級別)

全 体 3,395 7891 497■ 680.0

30歳未満 291.7 12016

30～ 39畿 2090 360.0

40～ 49畿 690 6514 386.3 5600

50～59歳 8947 434.1 8000

∞～69畿 1.069.5 541.6 920.0

70歳以上 1,0176 5638 1,0000

(注)喫煙年数及び喫煙本数について記載のあった 3,395人を対象に集計した。

5)TDS点数

回表 45 禁煙指導開始時における TDS点数

01   101  201  30■   40■   50■   60■   70■   80■

全体
←■3471)

:■5点 日o点  口7点  回o点  国0点  ■10点  口無回答

回表 46 禁煙指導開始時における平均TDS点数 (男女別)

(単位:点 )

(注)TDS点数について記載のあった 3,326人を対象に集計した。



図表 47 禁煙指導開始時における平均TDS点数 (年齢階級別)

(単位 :点 )

全 体 3,326

30歳未満

30～ 39歳 608

40～ 49歳

50～ 59歳

60～ 69歳

70歳以上 443

(注)TDS点数について記載のあった 3,326人を対象に集計した。

図表 50 禁煙指導開始時における保険再算定の有無 (年齢階級別)

0■   101  20ヽ   3●   4∝   50%  00ヽ   ア̈   801  00■ 10"

全体

(‐34'1)

30崚未満

(n=149)

30～ 39崚

(n=624)

40～ 49崚

(F'03)

50～ 59菫

(r=747)

60～ 69崚

(‐ 762)

70崚 uト

(F472)

6)保険再算定の有無

全体

(rO■ 71)

図表

眺

図表 48 禁煙指導開始時における保険再算定の有無

10%  20%  30“   40%  50%  60%  70■   80%  90■   100■

|  ■あり 口なし・不明 口無回答

49 禁煙指導開始時における保険再算定の有無 (男女別 )

1∝  20■  3鯖  4“   50%  00■   7∝  80%: 90■

口なし・不明

■あリ 口なし,不明      口無回答   :

全体
(F3471)

男性
(‐ 2● 63)

女性

(F989)

■あり 口無回答



7)合併症の有無

全体

(●=“071)

富血圧

腱質異常

饉尿病

■卒中

心腱病

悪性新生物

呼吸番俵患

消化器候●

精神疾患

そ鑢

無回答

回表 51 禁煙指導開始時における合併症の有無

0%   10%  20■   30■   40■   50■   00■   70■   80■   90%  1 0oI

1■ 16人

■あり 口なし

図表 52 禁煙指導開始時における合併症 く合併症のある患者 )

(n=1,616、 複数回答 )

¨一
無

一

一
口

一

全体

(n=3471)

男性

(虐 2■63)

女性

(F980)

全体

(F3■ 71)

30彙未満

(n=149)

30～ 39歳

(F624)

40～49蔵

(F703)

50～ 59畿

(■=747)

00～ 69●

(n=762)

70● 以上

(n=472)

回表 53 禁煙指導開始時における合併症の有無 (男女別)

0■    10%    20■     30%    40%    50%   001    70%    80■     00%

回表 54 禁煙指導30始時における合併症の有無 (年齢階級別)

10%    20■    30ヽ

:コ II丁蔦π
~~~面

5「
~|



図表 56 禁煙指導開始時における合併症 く合併症のある患者)回表 55 禁煙指導開始時における合併症 く合併症のある患者)

(年齢階級別、複数回答)(男女別、複数回答)

(単位:上段「人」、下段「%」 )

600%

500■

400■

300%

2001

100■

00%

一
一
兌

鵬

鰺

高而暉
脂質異

常
壇尿病 牌 中 心臓病 縮蛉

呼吸●
疾患
消化彗

疾患

精神摂

患
その他 無回各

■全体
(‐1616)

363% 20" 4鵬 13.■ 41■ 19■ 16● 123“ 20,■ 1_5“

回男性
(■=1■ 85)

397■ 21‐ 22." 43 15“ 4鵬 19■ 10● &鯖 19■■ 1.4“

ヨ女性
′
"=`,7ヽ

270% 191H 108“ 劉 8鵬 3■ 19昴 16a 213 14嘔

全 体 1,616

1000

592

36.6

331

205

308

19.1

65

40

221

13.7

67

4_1

322

19.9

262

16.2

199

123

338

20.9

30歳未満 32

100■

1

3_1

0

00

1

3.1

０

　

・
０

13

40.6

7

21.9

30～ 39麟 135

1000

１

　

７

．

11

81

13

9.6

４

Ю

1

0.7

24

17_8

25

18.5

42

311

３

４
．

3

22

40～ 49燿 ２５
　
∞
．

６

５

．

５
・
２

32

125

3

1.2

15

5.9

6

24

38

14_9

42

165

60

23.5

64

25.1

５
一
Ю

50～ 59歳 377

10L0

143

37.9

90

23.9

67

:7.8

13

3.4

38

:01

13

3.4

５

５
．

５

５

47

125

６

８
．

60-69● 479

1000

219

45_7

115

240

119

24.8

２

５

．

９

９

．

２

４

99

20.7

６

３

．

２

５

．

84

:7.5

70,以上 335

1000

153

457

57

17.0

75

224

２

　

ａ

70

20.9

２

　

７

．

93

27.8

69

20.6

9

27

81

24.2

5

■5



② 保険適用期間中の経過と追加治療の有無

1)ニコチン依存症管理料算定回数の状況

4回 日で中止

(‐532)

153■

全体

(‐3■71)

男性

(F2“3)

女性

(醐 9)

回表 59 ニコチン依存症管理料算定回数の状況 (年齢階級別)

0%  101  20%  30ヽ  4∝   5"  001  70%  8"  001

回表 57 ニコチン依存症管理料算定回数の状況 (n→,471)

5回日姜了
(n31231)
35 5“

1回 日で中止

(n=555)

10コ

“
2日 日で中止

(F565)
16●

“

全体

(‐3.471)

30燿 未満

(n=149)

30～ 39●

(n=624)

40～ 49●

(F703)

50～ 59畿

(‐747)

00～ 69崚

(‐762)

70畿 以上

(n=472)

3ロロで中止
(‐508)

16."

|  ■1回 日で中止

|  口4回日で中止

口2回 日で中止    口3回 日で中止
口5回 目終了国表 58 ニコチン依存症管理料算定回数の状況 〈男女房)

“

  1“  20■  3" 4“   ∞■  0∝  7∝  0" 0“  10∝

■1回 日で中止

口4回日で中止

回表 ∞ ニコチン依存症管理料算定回数の状況 〈禁煙治療を受けた施設種別)

tl1  1∝   20%  30■   4喘   50%  6"  7"  00%  9“   100%

全体

(H.471)

輌院

(‐901)

摯療所

(‐2570)

■1回日で中止 口2回 日で中止 口3回日で中止 目4回日で中止 口5回 目終了
|

:_____■ ___― 一一―一 ―――― ――
――― ――――

~― 」

29



図表 61 ニコチン依存症管理料算定回数の状況 (治療を受けた施設の禁煙治療体制別)

全体

(n=3■ 71)

専門外来設置等 .

特別体制で実施

(n=600)

通常の診療体制の

中で治療を実施

(n=2.421)

特別体 鋼譴 常

診晨の両方

(n=425)

口 1回 日で中止

口4回 日で中止

口2回 目で中止

口5回 目終了

図表 62 ニコチン依存症管理料算定回数の状況

(治療を受けた施設における禁煙指導の実施者別 )

0ヽ  10■  20■  30ヽ  40■  50% 60ヽ  70■  00■  90■  100L

全体

(n=3■ 7:)

医師のみで行つている

施設 (n=lo 55)

医師に加えて他の医療職租も

指導している施設 (n=2.403)

□3回 日で中止

全体

(rF3.471)

15分未満

(″922)

15～ 30分未満
(n=1307)

30～ 45分未満
(‐ 643)

45分以上

(‐ 74)

図表 63 ニコチン依存症管理料算定回数の状況

(医師の 1回あたりの平均禁煙指導時間 (初回の指導)別 )

40%   50“

:■ 1回 日で中止 口2回 日で中止 ●3回 日で中止 口4回 目で中止 口5回 目終了

[二三菫]「I 口2回 日で中止 口3日 目で中止 目4回 日で中止 国5回 目終了 :

図表 64 ニコチン依存症管理料算定回数の状況
〈他の医療職種の 1回あたりの平均禁煙指導時間 (初回の指導)911)

0■   10■  2∝  30%  4●   5"  60■   7∝  8“  90ヽ  lo“

全体

(n=3r71)

0分

(rFl,67)

～:5分未満

(n=878)

15～ 30分未満

(F865)

30～ 45分 未満

(‐ 412)

45分以上

(n=90)

目1回 日で中止

回4回 目で中止

□2回 日で中止

口5回 目終了



図表 65 ニコチン依存症管理料算定回数の状況

(医師の 1回あたりの平均禁煙指導時間 〈2回日以降の指導)

0%    10%   20%   30%   40%    50ヽ    60■    70%    80%

鵬
　
醐 100●

2)5回の指導を終了した患者の指導終了時の状況

回表 67 5回の指導を終了した患者の指導終了時の状況

0%  10%  20■  30■   40%  50%  60%  70■   80%  9o■  100■

5回目治療

終了者
(嗜 1231)

1111菫|=菫II1111碁 1蕉 口失敗   □無回答

全体

(●0.471)

10分 未満

("1,137)

10～ 20分未満

(n-2,30)

20～ 30分未満

(●■153)

30分以上

(F55)

全体

("=3471)

0分

(r=1,123)

～10分未満

(融 0)

10～ 20分未満
(‐956)

20～ 30分未満
(●=192)

30分以上

(n■ 3)

「
高裏高蔦面:=語葛:L冨編 日で中止口5回 目終了

|

回表 66 ニコチン依存症管理料算定回数の状況

(他の医療職種の 1回あたりの平均禁煙指導時間 (2回日以降の指導)男u)

回表 68 5回 の指導を終了した患者の指導終了時の状況 (男女別)

■ 1回 目で中止 口2回 日で中止 ●3回 目で中止 B4回 目で中止 ●5回 目終了

"  10■
  2∝  3"  40%  50■   0∝   70■  8∝   00ヽ  10"

【禁煙の定義 (指導終了時)】

1■蘭県燿 ・5回終了時点で禁煙しており、5回終了時からさかのぼって少なくとも4

週間、1本も吸わずに禁煙を継続している人

・かつ、4回日と5回 目の指導時の呼気一酸化炭素濃度の値が非喫煙者レ
ベノン (3DOm未満)であった人

1週間繁煙 ・5回の治療が終了している時点で禁煙しており、5回終了時点からさか
のぼって少なくとも1週間、l本 も吸わずに禁煙を継続している人

・かつ、5回 目指導時の呼気一酸化炭素濃度の値が非喫煙者レベル (8ppm

未満)であつた人

敗`::失 喫煙状況が把握できたが、上記の「4週間禁煙」「1週間禁煙」のいずれ

にも当てはまらない人



回表 69 5回の指導を終了した患者の指導終了時の状況 (年齢階級別)

図表 70 5回の指導を終了した患者の指導終了時の状況

(プリンクマン指数別)

回表 71 5回の指導を終了した患者の指導終了時の状況 (TDS点数別)

全体 1,231

1∞."

９

　

＆

185

15鵬

5点 105

:∞.∝

∞

■

２

”

6点 168

1∞鶴

135

80.4■

25

14.9喘

０

鯖

7点
劉
¨

１
　
巴

７

５

29

144■

8点 ９５

∝

２
　
ｍ

∞
　
麟

２
　
＆

44

14鯖

3

1.0喘

9点 274

1∞.麟

∞

∝

２
　
・３
．

２２

３

10点 153

1∞
"

ａ

輌

１
　
８
．

２

４

２

”

全   体 1.231

1000%

９

　

８

185

15∝

11

0.9%

30歳未満
・
∞

‐８

“

３

∝

４
　
”

０

”

30-39歳 147

lm鯖

１

６

．

２５

錆

０

”

40-49歳 ２

ｍ

１

　

７

．

９

器

50～ 59歳 ３４

鏡

２

ｍ

２

ｍ

‐７

”

36

127■

60～69歳 ３３

“

３

ｍ

２

８
．

70歳以上 ２

ｍ

１

　

■

12

5_4■

全  体 1.231

100."

９

　

８

．

８５

麟

１
　
５
．

11

0_9%

200-
5∞ 未満

312

:∞_彿

２

■

”

４

49

1,7■

5∞～

10∞ 未満 取¨

３
・　
■

4

0.8%

10∞～15∞

未満

５８

鏡

２
　
ｍ

２

■

‐０

鮮

３５

麟

３

笙

15∞ 以上 139

1∞
"

１

　

８



回表 72 5回の指導を終了した患者の指導終了時の状況 (合併症の状況別)

全体 1231

100.麟

966

78.5■

69

5.G“

185

150■

11

0."

合
併
症
有
無

あり 706

100●

546

77.3%

45

6儡

113

16.0“

2

03■

なし 500

1∞G
400

0Q"
23

4"
70

1■雛

7

14%

合
併
症
の
内
害

富血圧 298

1∞研

232

77.91

20

0.■

45

15.1%

1

03
脂質異常 172

1003
135

785%

9

5_2%

20

16.3■

0

0.儡

鑢尿病 142

1∞島

112

789%

8

5.餞

21

14.8%

1

0.7■

脳卒中 25 23

o,n“

0

0"
2

8.硝

0

0儡

心腱病 112

1∞麟

87

77.7%

4

3.昴

21

188%

0

0.儡

悪性新生物 26

lm"
18

69.2%

3

113
5

19ふ

0

Q饉

呼吸書疾患 134

lm"
100

74.6%

10

7.5■

22

164"

2

15籠

消化署疾患 98

100"
80

31.GH

5

5.1■

13

13.3■

0

0.働

精神疾患 70

100"
45

64.3囁

8

11_4%

17

243%

0

0耐

その他 1“

1001ンL

115

79.9■

4

2鵬

25

17‐

0

0■

回表 73 5回の指導を終了した患者の指導終了時の状況

(保険適用中の禁煙補助剤の使用状況別)

全体 1.231

100島

966

785■

69

56%

185

15.喘

11

0."

コチンウチのみ 364

1∞島

280

76.9■

19

5.2■

63

173■

2

0.5%

ハレニクリンのみ 718

lm鮮

568

79.11

42

5.8%

102

142%

6

0.8%

コチ′べ
"チ

・ハしニク

リン

18

100■

14

778%

1

50%

3

16.7%

0

Q喘

ニコチンハ
・
ッチとニコチン

がムの併用

10

1∞島

5

500“

1

100“

4

40 麟

0

0鋭
その他 73

1∞.儡

57

7811

5

6.8%

8

11鯖

3

41■

いずれも使用せ
ず

32

lm“
29

90.6%

1

3.1■

2

63%

0

0.鮮

(注 )「ニコチンパッチ・パレニクリン」とは、一方から他方へ切り替えて使用した場合。

回表 74 5回の指導を終了した患者の指導終了時の状況

(治療を受けた施設種別別)



図表 75 5回 の指導を終了した患者の指導終了時の状況

(治療を受けた施設の禁煙治療体制別)

図表 76 5回 の指導を終了した患者の指導終了時の状況

(治療を受けた施設における禁煙指導の実施者別)

図表 77 5回 の指導を終了した患者の指導終了時の状況

(治療を受けた施設における禁煙治療内容別 )

3)5回の指導を途中で中止した患者の中止時の状況

図表 78 ニコチン依存症指導中止時の状況

■途中で中止し中止時に熱煙していた人 口途中で中止し中止時に喫煙していた人
口途中で中止し経過不明の人

全体

(n=2,240)

1回 目で中止

(n=555)

2回 目で中止

(o=565)

3回 目で中止

(n=538)

4回 日で中止

(n=532)

い 麟 |1維聡 露 糠 峙

'マ

:Кぼ詈:,1鼈

全体 1,231

:00.0■

966

78.5%

69

5_6%

185

15.0%

11

09%

専門外来設置等、
特別体制で実施

289

100_0■

237

820■

36

125■

2

071

通常の診療体制の
中で治療を実施

788

100_0■

609

77.3%

50

63%

121

15_4%

8

10■

特別体制と通常診
療の両方

150

100島

117

780■

4

27%

28

18.7%

1

07■

その他 4

10α眺

3

75鰯

1

25.0%

0

0.鶴

0

OЮ%

餞   1" 2" 3“  401 50% 6∝  7∝  8“  購  10"

医師に加えて他の
医療職種も指導

標準手順書に従つた

禁煙治療を実施

標準手順書に加え

て独自治療を実施



4)保険適用中の禁煙補助剤の使用状況

回表 79 保険適用中の禁煙補助剤の使用状況

その他.
コチンハウ子とコ ンカ・

ムの併用.0,“

二
"ン ^・

,テ・
^し
ニタ′

ン,1■■

ハ
゜
にクリンのみ,
516“

(注)「ニコチンパッチ・パレニクリン」とは、一方から他方へ切り替えて使用した場合。

回表 80 保険適用中の禁煙補助剤の使用状況 〈男女別)

"  :0% 2“
 3●  4“  50ヽ  6“  7" 出  00■  lo"

全体
("3171)

男性
(‐ 2■ 63)

女性
("→89)

1 冒illl【F'チ
・ルニクリン

口だい91ルのみ
目
=コ
チンド,チとこコチ)がムの併用
●いずれも使用せず

i 口無口笞

(注 )「ニコチンパッチ・パレニクリン」とは、一方から他方へ切り替えて使用した場合。

回表 81 保険適用中の禁煙補助剤の使用状況 (年齢階級別)

全体 3,471

1∞.昴

1225

35.3%

1,791

51.“

64

18%

24

0_7%

213

6.1%

79

2.3■

75

2.2%

30●示洒 149

1∞."
59

396%

79

530%

2

13%
0

0.鯖

6

4."
2

13%
1

07%
30-39麟 624

1∞ 儡

224

359■

322

51研

14

2.2%

3

05%
40

6.4"

14

22%

7

1.1%

40～ 49歳 703

im麟
229

32.6%

374

532%

10

1.4%

6

0"
48

6.8%

19

2.7■

17

241
50-59畿 747

:∞ .儡

269

360“

383

51.3■

15

2研
4

05%
44

59踊

15

2酬

17

23■

60-69歳 762

100.儡

261

3431

404

53麟

12

:6%

8

1.OH

47

62■

14

18%
16

2.1%

70畿以上 472

1∞ 眺

180

38.11

224

47.5%

10

2.1■

3

06■

28

5.9■

13

2.0%

14

3.“

(注)「ニコチンパッチ・パレニクリン」とは、一方から他方へ切り替えて使用した場合。
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図表 82 保険適用中の禁煙補助剤の使用状況 (合併症の状況別)

全体 3.471

100.銚

1,225

35.31

1,791

5161

64

!8%

24

0.7%

213

6.1■

79

2.3%

75

2鶴

合
併
症
有
無

あり 1.616

: 00 "

571 846

52_4%

39

24%

12

0.7%

84

5.2■

40

2.5%

24

1.5■

なし 1,791

100"
635

35.5%

916

51.1%

23

1.3■

1:

0.6%

123

6.9■

39

2.2%

44

251

合
併
症
の
内
容

高血圧 592

im麟

196

331%

329

556■

13

2_2■

4

07■

29

49■

12

2"
9

151

脂質異常 331

:m儡

99

29.9%

193

583■

5

151

3

0.9%

16

4.8%

9

27%

6

1.8離

糖尿病 308

:m眺

121

39.3%

159

516%

3

1饂

2

0.6%

11

3_6%

8

2.6%

4

1.3離

脳卒中 65

100."

31

477■

31

47.7%

0

0"
0

0"
0

0_口H
1

1.5"

2

3.1■

心臓病 221

1∞ _働

82

371%

113

51_1%

2

091

1

0.5%

12

54%

8

3.6■

3

1.4%

悪性新生物 67

1 ∞ _0轟

32

478%

25

37_3%

4

6.0廃

2

3鵬

3

4_5■

1

1.5■

0

0"
呼吸器疾患 322

100_0%

108

335%

182

56.5%

3

0.9■

2

06%

18

5.6■

5

16■

4

1.2,

消化器疾患 262

1∞ 鏡

101

38.5%

127

48.5%

4

15%

0

00%

20

7.6%

5

19%

5

1.9■

精神疾患 199

100_0%

92

462%

79

39:7■

9

45%

4

2Ю%

12

6齢

1

0.跳

2

101

その他 338

1 ∞ .0喘

140

41.4%

161

47.6■

2

0_6■

13

3_8%

11

3.3%

3

0.91

(注)「ニコチンパッチ・パレニクリン」とは、一方から他方へ切り替えて使用した場合。

5)ニ コチン依存症管理料による禁煙指導終了後の追加禁煙治療の有無

回表 33 ニコチン依存症管理料による禁煙指導終了後の追加禁煙治療の有無

全体
(n→■71)

01   10%  20%  30■   40%  50■   60■   70■   80■   90%  1001

86%

| ■あり_____日なし__ェ _」
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③
　
　
つ

保険治療終了後の状況

5回の治療を全て終了した患者の治療終了時から9か月後までの状況

回表 84 9か月後の禁煙/喫煙の状況

■繁煙継織  口 1週間摯煙 口 失敗 ■不明 口無回答

日表 85 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 〈男女別 :5回治薇終了者)

回表 86 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 (年齢階級別 :5回治療終了者)

全体 1.231

1∞

“

604

49.1■

３２
３

276

22.4%

290

23.6%

29

24%

30歳未満 25

lm麟

9

360%

3

120膚

6

24.0■

6

24.0■

1

4島

30～ 39歳 147

1∞麟

59

ヽ_1■

2

1′中

"

36

24.5%

45

30.6%

５

４

40～ 49畿 216

1∞.饉

105

48.6■

3

1■%

55

25.5■

49

227%

4

191

50-59畿 234

1∞島

140

493%

5

18■

60

21.1■

71

25.0■

8

2.8■

60～ 69畿 333

100.∝

178

53.5■

13

3.鎖

70

21.0離

67

20.1%

70●以上 223

:m麟

112

50.2男 6

6

2.■

48

21"
52

23.3■

5

22%

【禁煙の定義 (指導9か月後)】

熱燿継続| 指導終了時に 4週間禁煙または 1週間禁煙を達成し、かつそれ以降、9

か月後調査までの期間、1本 も吸わずに禁煙を継続できた人。または指導

中断時に禁煙し、かつそれ以降 9か月後調査までの期間、l本 も吸わずに

禁煙を継続している人。

禁煙/喫煙の状況については、自己申告とする。

●■日熱煙 指導終了 9か月後の調査時点で禁煙しており、少なくとも 1週間は 1本

も吸わないで禁煙を継続している人。

禁煙/喫煙の状況については、自己申告とする。

失  |1敗 喫煙状況が把握できたが、上記の「禁煙継続」「1週間禁煙」のいずれに

もあてはまらない人。

不  1明 喫煙状況が把握できなかつた人 く調査を拒否した人を含む)。

回表 87 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 〈喫煙年数別 :5回治療終了者)

全体 1231

1∞島

604

49.1%

３２

“

276

224■

290

23.6■

29

24%

20年未満 153

100島

66

431■

4

2.6%

36

235%

45

294%

2

13■

20-30年 末洒 265

1003
133

502%

3

11%

63

23.8■

59

22_3%

30～ 40年未満 291

100饉

142

48鵬

8

2.7%

61

21ぶ

70

24.1■

10

3‐

40年以上 503

100麟

256

509■

17

34%

108

21.5■

113

22.5%

9

13■

46



図表 88 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(1日あたりの喫煙本数別 :5回治療終了者)

全体 1,231

1∞島

604

49.1%

276

224%

290

23_6%

29

24%
10本未満 19

100_眺

9

474%

0

00■

4

21.1■

5

26.3%

1

5.3%

10～ 20本未満 202

100_誂

103

510■

5

2.5%

41

2031

46

228%

7

3.5%

20～ 30本未満 544

1∞ 餡

285

52_4%

16

2_9%

103

18.9%

131

24_1%

9

1.7%

30～40本未満 213

1∞ .幌

94

441%

5

23%

60

282%

49

23.0%

40本以上 242

100_研

109

450■

6

2_5%

64

264%

57

236■

6

25■

(注)「 1日 あたり喫煙本数」については喫煙指導開始時のもの。

図表 89 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況 (プ リンクマン指数別 :5回治療終了者 )

全体 1,231

1∞ 鶴

604

491%

276

224%

290

23.6%

29

2.4%

200～ 5∞ 未満 312

1∞ .銘

148

474%

6

1_9%

71

22.8%

79

253%

8

2.6%

5∞～1000未満 502

:00齢

254

506%

103

205■

121

24.1%

9

1.8■

:000～ :5∞ 未満 258

100.眺

125

484%

7

27%

61

236■

56

21.7%

9

3.51

:∞0以上 139

:∞昴

69

49.6%

4

2.9%

33

23.7%

31

223%

2

14%

図表 90 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 (TDS点数別 :5回治療終了者)

全体 1.231

1000%

604

49_1%

32

26%

276

224%

290

236■

２９

４

5点 105

1000%

62

590%

18

17.1%

19

18.1%

1

1.0%

6点 168

lα&0%

70

41.7%

7

42■

48

23.6%

42

25.0%

1

0.6%

7点 201

1∞J
109

54.2■

6

3.0晰

40

19繁

39

19.4%

8点 295

1000%

146

49.51

３

”

63

21.4%

74

25.1%

9

3.1%

9点 274

1000%

133

48.51

7

26%

63

23.0■

63

23.0%

8

2_9%
10点 153

:000%

66

43.1%

4

261

37

24.2%

44

28.3%

2

1.3%

図表 91 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 (使用した禁煙補助剤別:5回治療終7者 )

全体 1.231

100.0%

爾

491%

32

2.61

276

224%

290

236%

29

24%
コチンウチのみ 364

1∞.暁

179

49.2■

9

2.5■

80

22"
83

22.8%

13

3.6■

ハ・レニクリンのみ 718

1000%

360

501%

168

23.4%

161

22.4%

＝
”

ニコチン′ゞッチ・ハ
・レニクリ

ン

18

1∞ .∝

7

389■

■

5.6■

6

33_3%

4

222%
0

00%
ニコテンハ・ッチとこコチン

がムの併用

10

1∞ .研

4

40餡
0

0.略

2

20.0%

2

203
2

20.0%

その他 73

10脱0%

27

37.0■

1

!.4%

13

17.8%

30

41.1■

2

271
いずれも使用せず 32

100.0%

17

53.1%

4

12.5%

9

28.1%

1

3.1%

(注)「ニコチンパッチ・パレニクリン」とは、一方から他方へ切り替えて使用した場合。
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回表 92 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 (合併症の状況別 :5回治療終了者)

全体 1,231

100研

604

491%

32

2_6%

276

224■

290

236%

合
併
症
有
無

あリ 706

100島

356

50■%

18

2.5%

177

251%

138

19.5%

17

24%

なし 508

100.眺

239

47島

14

28%

97

191%

146

28.7%

12

24%

合
併
症
の
内
容

高血圧 298

100.0“

156

523%

6

2 CH

83

279%

49

164%

4

13%

脂質異常 172

1∞]
93

541%

6

35%

41

23.8%

29

169■

3

17%

糖尿病 142

1000“

74

521%

8

5.6%

35

246%

23

162%

2

14■

脳卒中 25

1000“

13

52"
0

0_誂

5

200嚇

5

200■

2

8.C離

心臓病 112

1000“

48

429■

6

54■

30

268%

26

2321

2

18%

感性新生物 26

1000“

12

46_2%

1

3_8%

7

269%

5

19.2%

1

38%

呼吸器疾患 134

1003
60

448%

3

2_2%

30

224%

37

27_6%

4

30購

消化署疾患 98

:00島

55

56.1%

2

2.g轟

21

21.41

17

173%

3

3.1■

薇神疾患 70

100.0“

20

23.6%

1

:4%

23

32_9%

21

30酬

5

71%

その他 144

:000■

78

542■

3

21%

37

257%

22

153■

4

23%

回表 94 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況
(治療を受けた施設の禁煙治療体制別 :5回治療終了者)

回表 95 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における禁煙指導の実施者別 :5回治療終了者)

回表 96 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における禁煙指導に携わる医師数別 :5回治療終了者 )

回表 93 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

〈治療を受けた施設種別別 :5回治療終了者)

全体 1,231

:∞ _眺

604

49.1%

32

26%

276

22_4%

290

236%

29

2.4%

専門外来設置等、

特別体制で実施

289

1∞ 誂

139

48.1■

10

3_5%

58

201%

74

256%

8

28%
通常の診療体制

の中で治療を実施

788

1∞]
394

50.0“

18

23%

184

234%

172

218%

20

25■

特別体制と通常診

僚の両方

150

100.研

68

45.3%

4

27%

34

227%

43

28,7%

1

07%
その他 4

100"
3

75.0%

0

0.研

0

0"
1

25‐

0

0.麟

医師のみで行って

いる

医師に加えて他の

医療職種も指導

50



図表 97 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における禁煙指導の内容別 :5回治療終了者)

図表 98 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況 (治療を受けた施設における

医師の平均指導時間 (初回の指導)別 :5回治療終了者)

回表 99 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 (治療を受けた施設における

他の医療職種の平均指導時間 (初回の指導)別 :5回治療終了者)

図表 1∞ 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 (治療を受けた施設における
医望の平均指導時間(2回日以降の指導)別 :5回治療終了者)

全体 1,231

1∞_眺

604

49.11

276

22.41

290

23_61

29

密 %

10分未満 371

100島

186

50.1%

13

35%

86

232■

80

21.6%

6

1.6%

10分以上～
20分未満

753

1∞島

365

485%

16

21%

161

21.41

193

256%

18

24%

20分以上～

30分未満

53

1∞ 喘

27

3a9%

1

19%

9

170%

11

208"

5

94%

30分以上 26

100儡

12

46.2%

12

46_2%

2

7.7%

0

0.0■

標準手順書に従つた

禁煙治療実施

全体 1,231

100.併

爾

49.1%

32

2_6■

276

224■

290

23.61

２９

儡

0分 319

1∞ 眺

155

486%

6

1_9%

62

19.4%

86

27.0%

10

3.1%

15分未満 293

: ∞ .0囁

138

47.1%

8

2.7%

80
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30分未満
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:∞ 餡
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9
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24.8%
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218%

5
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30分以上～
45分未満

187 102

54_5%

4

2_1%

29

:5_5%
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267%

2

1.1%

45分以上 45

1∞ ∝

21

467%

1

2_2%

9

20.0■

14

31.11

全体 1.231

100_儡
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49.1%

32

26%

276

224■

290

23.61

２９

４２

15分未満 286
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143

500%

8

28%
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224■
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224%

7

2儡

15分以上～

30分未満

659

:00"
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470%

16

24%
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229%

167

25.3%

15

23■

30分以上～

45分未 満

245

i000%
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53.5%

7

29%
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21鶴

48
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7

29%

45分以上 37

100_0%

20

54:%

1

2.7%

8
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8
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全体 1,231

100研

604

491%

32

2.6%

276

22.4%

290

23.6■

29

2.4出

0分 334

:∞儡

166

49.7%

6

13■

62

18.6%

90

26.儡

10

3鋭

10分未満 316

1∞島

144

45‐

10

32■

84

26.6■

73

23.1∬

5

1.6%

10分以上～

20分未満

372

100‐

194

522■

9

24%

87

23.4■

75

202■

7

1."

20分以上～

30分未満

90

1∞ 喘

47

522■

3

3_31

18

200“
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244■

0

0"
30分以上 41

1∞饉

18

439■

0

0."

4

98%

19

463%

0

0麟

回表 101 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 〈治療を受けた施設における

他の医療職種の平均指導時間(2回日以降の指導)別 :5回治療終了者)

2)算定回数別の指導終了9か月後の状況

回表 103 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 (算定回数別)

101   2111   30ヽ    401   501   00% :00%

全体

(n=3`7:)

1回目で中止

(n=555)

2ロ ロで中止

(n=505)

3回 日で中止

(71=588)

4回 日で中止

(n=532)

5回 目姜7
(o123:)

全体

(n-2015)

1回 日で中止

(n=04)

2回 日で中止

(n=231)

3日 日で中止

(n=320)

4回 日で中止

(■ =350)

5回 日終了

(n=1035)

■禁煙饉繊  ● 1週間禁煙  口失敗  口不明  口無口答

回表 102 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

ニコチン依存症管理料施般基準届出時期別 :

(治療を受けた施設の

5回治療終了者)

口禁煙継縦 口1週間禁煙 ●失敗 口不明 口無回答 口指導中止時に熱煙失敗

回表 104 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(算定回数別 :指導中止時/終了時の禁煙者のみ)

8∝  00ヽ  10"
全体 1231

1∞ OI

604

49_1%

32

26%

276

224■

290

23.6■

29

24■

平成 18年 4月

～6月

537

lm麟

245

456%

11

2蛸

127

23.6■

146

2721

8

1.51

平成 18年 7月

～9月

266

1∞鵬

128

401%

2

0.81

61

229■

67

252%

8

3働

平成 10年 10月

～19年 3月

90

lm眺

49

544%

2

22■

18

2Q喘

18

200■

3

33%

平成 19年 4月

～20年 3月

163

lm眺

73

448%

6

37■

37

227%

39

239%

8

4"
平成 20年 4月

以降

175

100島

109

623■

11

63■

33

,89“

20

114%

2

11%



3)指導終了9か月後の状況 (全対象者)

図表 105 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(男女別 :全対象者)

図表 106 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(年齢階級別 :全対象者)

図表 107 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(喫煙年数別 :全対象者)

回表 100 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況
(1日あたり喫煙本数別 :全対象者)

全 体 3,471

1∞ぶ

1,030

29.7■

49

:.4%

472

13.61

793

228%

161

4_61

966

27.8%

20年未満 688

10001

156

22.7■

9

1.3%

92

13.4%

173

251%

37

54%

221

321%
20～ 30年未満 855

im"
235

27.5%

7

0"
99

11.61

217

25.4%

41

48%

256

29_91

30～ 40年未満 769

100.麟

232

30 `J嬌

12

1.6%

106

13_8%

166

216%

32

4.a

221

28.71
40年以上 1,084

1∞.儡

391

361%

103

15.01

212

196%

49

4.5%

248

22.9%

全 体 3,471

:00_0%

1,030

297%

49

i4%

472

136%

793

228%

161

4_6%

966

278%
30歳未満 149

1000%

27

181%

4

271

20

:34%

36

242%

8

5.4%

54

362%
30-39● 624

1000%

128

205%

5

08%
80

128%

161

258■

34

54%

216

346%
40-49月 [ 703

1000■

194

276%

8

11%

87

12.4%

186

26_5%

28

4.0%

200

28.4%

50～ 59歳 747

100.0%

232

311%

7

09■

100

13.4%

161

21.6■

28

3_7%

219

29.3■

60～ 69歳 762

100餅

276

36_2%

17

22%

103

:35%

146

19.2%

35

46%
185

24.3■

70歳以上 472

1000離

172

364%

8

17%

81

17.2■

100

21.2■

24

5.1%

87

184%

全体 3,471

1∞ 儡

1,030

2971

49

1.4%

472

13.6■

793

228%

161

46■

966

2781
10本未満 44

100儡

13

295%

0

OЮ%

6

:3.6%

13

295%

1

23%

11

25.0%
10～ 20本未満 506

1∞ _“

173

34.2■

7

1.4%

76

150嘔

127

251%
23

4昴

100

19.8%

20～ 30本未満 1,535

1∞_"
491

32_0%

21

1.4%

183

11.9%

360

235%

61

4.0%

419

27_31

30～ 40本未満 645

1∞ .∝
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27.6%

9

14%
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15.81

136

21.1%

30
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29.5%
40本以上 687

1∞島
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240■

12

17%
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14_3■

:38

20.1%

“

編
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33.5■



図表 109 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(プリンクマン指数別 :全対象者 )

図表 112 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況 〈合併症の状況別 :全対象者 )

図表 110 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(TDS点 数別 :全対象者)

図表 111 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況 (保険再算定の状況別 :全対象者)

全体 3.471

1∞ 儡

1,030

29_7■

49

:4%

472

136%

793
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161
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382%
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291
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53%
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409%
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24%
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267%
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340“
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431%

5

22%

44

196%
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289%
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440%

全 体 3471

:00儡

1030

297%

49

14■

472
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793

228%

161

46%

966

278%
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1∞島
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35.9%

5
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127%

55

199“

6

22%

76

27.5%

6点 455

1 ∞ .餅
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321%
9

2C“

71

:5.6%
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231%

23
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222%
7点 552

1∞島

182

33.0%

9

1.6%
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116%
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24_1%

26

4.7%
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250%
8点 785

1∞ .鋭

229

292%

7

0"
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139%

187

238%

44

5.6%

209

266%
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100耐

223
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11

1■%
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20.81
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39%
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319嚇

10点 469

100_麟
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237%

7
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243■
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100餅
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1∞
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1∞ 喘
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411%

7
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157%
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61

184%
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8
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:∞ _儡
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0
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185%

9
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15.4■
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21.5%
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1∞ 昴
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32.1%

6

27%
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45
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17
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1
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9
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1∞_儡
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5

16%

40
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100餅

86
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3
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35
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35
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3
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図表 113 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(使用した禁煙補助剤別 :全対象者)
回表 114 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設種別別 :全対象者)

回表 115 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

〈治療を受けた施設における禁煙治療体制別 :全対象者)

図表 116 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における禁煙指導実施者別 :全対象者)

全体 3,471

:∞
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1,030

29.7%
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472
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793
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(注 )「ニコチンパッチ・パレニクリン」とは、一方から他方へ切り替えて使用した場合。
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図表 117 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における禁煙指導に携わる医師数別 :全対象者)

図表 118 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における禁煙指導内容別 :全対象者)

図表 119 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における医師の平均指導時間(初回)別 :全対象者)

回表 120 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における他の医療職種の平均指導時間 (初回)別 :全対象者 )
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図表 121 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における医師の平均指導時間(2回日以降)別 :全対象者)

図表 122 指導終了 9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設における他の医療職種の平均指導時間(2回日以降)別 :全対象者)

図表 123 指導終了9か月後の禁煙/喫煙の状況

(治療を受けた施設のこコチン依存症管理料施設基準届出時期別 :全対象者)
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(4)自 由記述まとめ

① ニコチン依存症管理料算定患者における指導中断の理由

1)禁煙治療中断時に禁煙していた患者の場合

○ 全プログラム終了前に禁煙が成功し、患者が治療継続を必要ないと判断したため。

・ 禁煙補助剤を使用しなくても、禁煙に成功できたので。
・ 禁煙に自信ができて、薬や指導が必要でないと患者が判断 したため。

・ 自力で禁煙できるという本人の希望で中断した。
・ 5回 目は処方がないから (薬の処方を受けるわけではないので、行つても行かなく
ても同じと感 じている人が多い)。   /等

○ 全プログラム終了前に禁煙が成功し、医師が治療継続を必要ないと判断したため。

・ 3回 日あたりで禁煙ができ、本人に自信がついており、面接・薬等の必要がないと

判断した場合。

・ 既に依存症を脱し、更なる治療が必要なくなつた。 /等

○ 禁煙補助剤の副作用で中断した (禁煙も成功した)

・ 途中、たばこのにおい、煙が嫌になった。副作用の嘔気が強く、恐怖になり、禁煙

できた。

・ 禁煙補助剤による副作用 (吐き気、ふらつき)出現のため中断となつた。
・ 薬剤使用中、不眠になって使用中断した。

・ チャンピックス内服による嘔気。
・ ニコチネル TrSの接触性皮膚炎。  /等

○ その他

・ 仕事の関係で定期受診ができなくなった。/仕事関係で通院の継続が困亀
・ 転勤/引越により通院できなくなった。
・ 治療中に他の重篤な疾患にかかり入院 したため。

・ 精神科に通院されている方が禁煙治療を受けたが、イライラ、不穏感があり、精神
科医師と相談して中止した。/精神科疾患が悪化したため。

医療費の節約のため。/経済的な問題。

2)禁煙治療中断時に喫煙していた患者の場合

○ 患者が禁煙治療をあきらめたため。

・ 自分は禁煙できないとあきらめた。
・ 喫煙 してしまい、自分は禁煙できないと思い込んでしまう。
・ 「禁煙治療をせねば」という気持ちがス トレスになってしまい、2回目の治療で中
断した。

・ 禁煙の決意が弱かった。  /等

○ 禁煙がうまくいかなかったため。

・ 薬剤による効果が認められず、禁煙意欲も失せたため。
・ 薬剤や各種指導しても喫煙を中止できず指導中断した。
・ 喫煙が続いており、医師から治療終了といわれた。  /等

○ 精神疾患等の悪化のため。

・ 精神科の治療を受けている患者はなかなか禁煙できない。
・ 心療内科や精神科的な基礎疾患を有している方が多く、精神的ス トレスが逆に増え
てしまった。

・ ニコチン離脱症状を強く訴えるケース (う つ症状の悪化)。   /等

〇 喫煙 してしまい、通院しにくくなったため。

・ 治療中でも喫煙を我慢できず喫煙 してしまったため、外来受診がしにくくなり、足
が遠のき、中断した。

・ 処方を受けても禁煙できなかったので、通院 しづらくなった。
・ 禁煙できていない自己嫌悪感を強く感 じて通院中断してしまつた。  /等

○ 禁煙補助剤の副作用により治療中断してしまったため。

・ 薬の副作用がきつくて中断し、禁煙せず。
・ バレニクリン内服で嘔気出現、気分不良強くなるため、続けることを中断した。
・ ニコチンパッチでの皮膚炎が強いケース。   /等

○ その他

・ タバコの本数が喫煙本数を減らせて満足してしまった。/1日 40本は喫煙 していた
が、1日 20本まで減量した。

・ 仕事上の都合で決められた日に来院できない。/多忙で来院できず、禁煙治療を中
断し、再喫煙 してしまった。

・ 引越により外来継続が難しくなったため。   /等

/等
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います。支援側も時間をかけて行つているので成功されるとうれしく思います。今② ニコチン依存症管理料についての今後の課題・要望等

後算定料の見直しをしていただければありがたいと思います。10割の禁煙を目標と

します。○ 若年者等への保険適応について

の基準に達しない                  。 コメディカルによる患者への説明、医師からの説明と何十分という時間をかけて指・ 20歳 代などの若年喫煙者では、プリンクマン指数が保険適応

ケースが多々ある。若年喫煙者に対する禁煙治療こそ、より重視すべきである。                   導を行つているので、算定点数をアップして頂ければと思います。

・ 医師や看護師が時間をかけて指導することに対してもう少し評価 (診療報酬)され保険適応基準の再考を望む。

・ 若年者・本数の少ない者を早期禁煙に導くことが大切なので、プリンクマン指数の                   る仕組みになつてほしい。

・ 管理料の点数は、初回、2回～4回日、5回目 (最終回)の区分しかないが、当院は、要件緩和が必要。

。 若い世代に禁煙治療が保険適用されることが疾病予防に大きな効果をもたらす                  治療上、専門分野に精神科の医師を必要とするケースが多い。また、中断するケー

と思われる。現在の「ブリンクマン指数 200以上」という保険適応の条件を撤                  スにも「ニコチン曲呪によるうつ状態のため」が挙げられる。ついては、精神科医

、で治療を行う場合の加算点数を作つてもらいたい。師とチーユ廃すべきである。   /等
・ 禁煙成功の結果に対しての加算を希望。

・ 治療の完結を重視する意味から最終 5回目の管理料を上げるのはどうか。  /等○ 入院患者への保険適応について

・ 入院患者を除外しているのはよくない。入院を禁煙のきっかけにすべきである。ま
〉いてた、入院での禁煙治療 (禁煙目的での入院治療)を望む患者もおり、効果的である                ○ 保険治療に
`

・ 医師の管理下で励まされながらやると成功する率が高い。薬局でニコチンパッチがと思われる。

ようにしてほしい。                   販売されているが、今後も、保険制度でカバーしてもらうよう強く希望する。・ 入院中の患者で、禁煙を希望する場合、薬剤のみで保険がきく
・ 入院を契機として禁煙を希望する患者が意外と多い。そのことに対応できる点数算                  ・ 初回～終了まで自費で、終了した時点で保険扱いということにはならないでしょう

か。皆様ではありませんが、途中で来なくなる人もいますので。定環境を。
・ 途中で「今回失敗しても、またやるからいいよ、保険きくんでしょ」と言う声を多・ 入院中に初回算定できるようにしていただきたい。

:い点をただちに撤                   く聞きます。そのようなかんじで保険をムダに使われるのもどうかと思います。初・ 入院中の患者に対してのニコチン依存症管理料の算定ができな

回のみ保険適応にする等の対策はどうか。  /等廃してください。患者にとって大きな不利益です。  /等

について05回 目の患者〇 保険再適応について

・ 1年に 1度だけでなく、3～6か月毎でも再度禁煙にリヒ戦できるようにした方が、禁                 ・ 最終日 (5回 目)も受診できるように改善してもらいたい。説明だけじやなかなか
受診されない。煙成功率が上がると思います。
・ 5回 目に患者から管理料を徴取しにくいので、4回までに振り替えてほしい。・ 再治療を6か月以降、可能にしてほしい。

・ 中断後 1年間は受けられなくなっているが、やむを得ない理由で中断した場合もあ                  ・ 禁煙治療の最後の週は来院しない人が見受けられるが、処方なしなので管理料は不
〉いいのではないでしょうか。要にしたらるので、もう少し柔軟な対応でも良いのではないか。

回しかとれないの                  。 途中で禁煙が完了した場合 (5回の診察を満たす)の管理料の徴収の仕方について、・ 喫煙習慣から離脱するために時間と機会が 2～3回 ほしい。年 l

ハる。   /等                     5回 目の診察では薬の処方がないため、来院されない。       /等で、次までのブランクが大きすぎ、そチベーシヨンが下がつて1

0治 療プログラム・算定回数等について○ 診療報酬点数について

〉かかるのに管理料                  ・ 治療期間に弾力性を持たせてほしい (14週 など)。 5回終了時 15本→ 1～ 2本まで。 ニコチン依存症管理料は慢性疾病の患者に比べて時間も手間 t                                i患
者さんが、保険がきかないため挫折してしまい、半年後に再治療希望減つていたが安いと思いました。

・ 算定料が低すぎると思います。当クリニックでは 7割～8割の方が禁煙成功されて                   されるも保険がきかないため断念されるなどの例があり、もう少し長期に続けられ



るよう、また、1年以内も再開できるよう改善してほしい。

・ 5回の指導ではやめられない患者もいる。ケースバイケースで、管理料も延長算定

可能にするか、禁煙できない人にだけ算定できる点数を設定してほしい。

・ 人それぞれ個人差があり、画一的に扱 うのは問題があり、保険診療による禁煙治療
も、もう少し、適用の範囲を広げたり、治療期間の延長、短縮を可能なものとした

方が、より多くの人に禁煙 してもらえるのではないかと思います。

・ 喫煙年数 10年～50年 と開きがあるものの、このような長期的な習慣や依存を計 5

回の通院で完治させることの困難さに対して管理料が安すぎる。依存や社会背景は

個別に異なるため、時として 4週あけるのではなく、2週後の通院 (強化)が必要

な患者もいる。精神心理学的側面も考慮してほしい (算定回数を 12週内に限り増

やしてほしい)。

・ 私は、保険診療適用以前は計 3回のコースで禁煙治療を行っていた (自費で)。 必
要な方や希望のある方には 5回以上の禁煙治療となっていた。順調なケースで 5回

の来院を強制するのは難 しい。必要に応じて 3～ 5回の来院というフレキシブルな

コースのほうが良い。

・ 禁煙治療を始めた早い段階で、禁煙補助薬を使用せずに禁煙を継続できる方もいま
す。そのような方は特に 5回の受診が面倒 と言われるのですが、医師が禁煙を確立

できたと判断した時点で終了としてもよいのではないでしょうか。   /等

○ 施設基準について

・ 管理料が算定できる施設基準を敷地内禁煙に限ることは禁煙治療の普及に障害を
来たしており、施設基準の緩和を希望します。

・ 制限をなくし、すべての医療機関で保険診療できるようにしていただきたい。

・ このようにハー ドルを高くするのではなく、どこのクリニックでも自由に薬を出せ

るようにすべきである。タバコを吸つている患者がいろいろ病気になったり、突然

死 したりする割合は多い。  /等

○ 指導者の育成

・ 禁煙外来の内容について施設によつて差がある。施設基準を満たしていても、担当
する医療従事者が、禁煙学会認定資格を有していない場合、一定レベルの研修を要

すると考える。

・ 専門の看護師のさらなる育成制度を設けてほしい。AHRQ禁煙指導ガイ ドラインか

らも禁煙治療は複数職種で関わることが必要と考える。   /等

○ 禁煙成功の定義について

・ 5回の診察がなくても、1か月以上禁煙できれば、成功例に加えてほしい。

・ 外来通院回数にかかわらず禁煙成功者もカウントすべき。
・ 必ず しも5回の指導がなくても禁煙できている例が多く見られる。禁煙率算定の母
数をもつと柔軟にすべきでしょう (指導回数は問題でなく、禁煙できたかできなか

ったかでよいと思います。)   /等

○ その他

・ 現状に満足している。
・ パッチで接触性皮膚炎、チャンピックスが副作用 (特に胃腸症状)で服用できない
といつた時に、他剤への切替ができない。

・ パッチ・内服の方法があるが、一方の方法で失敗した場合に、もう一方の方法を続
けて行えるようにしていただければと思います。

・ 内服薬の場合は 2週ごとの来院で、6週 目と 10週 日は算定外となるので混乱する。
7‐「Sと 同じ間隔でよいのではないか。     /等


